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(57)【要約】
【課題】流動性のある組成物を塗布することなく、超音波プローブの被検体への高い超音
波伝播効率を維持でき、鮮明な画像による超音波診断を可能とする超音波プローブ用パッ
ドを提供することを目的とする。
【解決手段】被検体に超音波を放射し、前記被検体内で反射した超音波を受信する超音波
プローブと、前記被検体との間に介在させる超音波プローブ用パッドであって、末端に水
酸基を有する有機珪素化合物（Ａ）とポリエーテルポリオール化合物（Ｂ）とがポリイソ
シアナート化合物（Ｃ）によって架橋されたシリコーンゴムを含むことを特徴とする超音
波プローブ用パッドを用いる。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に超音波を放射し、前記被検体内で反射した超音波を受信する超音波プローブと
、前記被検体との間に介在させる超音波プローブ用パッドであって、
　末端に水酸基を有する有機珪素化合物とポリエーテルポリオール化合物とがポリイソシ
アナート化合物によって架橋されたシリコーンゴムを含むことを特徴とする超音波プロー
ブ用パッド。
【請求項２】
　前記有機珪素化合物が、ポリオルガノシロキサンである請求項１に記載の超音波プロー
ブ用パッド。
【請求項３】
　前記有機珪素化合物が、下記一般式（１）で表される化合物である請求項１又は請求項
２に記載の超音波プローブ用パッド。
【化１】

（式（１）中、ｐ，ｑ，ｒの合計は、１０～１００を示し、Ｒ１～Ｒ３は、それぞれ炭素
数１～８のアルキル基、シクロアルキル基、アリール基、アルケニル基、アラルキル基、
又はこれらの官能基の水素が部分的にハロゲン原子に置換された官能基を示す。）
【請求項４】
　前記ポリエーテルポリオール化合物が、下記一般式（２）又は下記一般式（３）で表さ
れる化合物である請求項１～３のいずれか１項に記載の超音波プローブ用パッド。
【化２】

（式（２）中、ｎは、３～２６を示し、Ｒ４は、水素原子又はメチル基を示し、Ｒ５及び
Ｒ６は、それぞれ水素原子又は炭素数１～４のアルキル基を示し、Ｒ４～Ｒ６の少なくと
も１つは、水素原子である。）

【化３】

（式（３）中、ｍは、０～２４を示す。）
【請求項５】
　前記ポリエーテルポリオール化合物の含有量が、前記有機珪素化合物に対して、１０～
８０質量％である請求項１～４のいずれか１項に記載の超音波プローブ用パッド。
【請求項６】
　前記ポリイソシアナート化合物が、ジイソシアナート化合物である請求項１～５のいず
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れか１項に記載の超音波プローブ用パッド。
【請求項７】
　前記ポリイソシアナート化合物が、ヘキサメチレンジイソシアナート、イソホロンジイ
ソシアナート、ジシクロヘキシルメタン－４，４’－ジイソシアナート、メチレンビス（
ｐ－フェニル）ジイソシアナート、メチレンビス（４－シクロヘキシルイソシアナート）
、トルエンジイソシアナート、１，５－ナフタレンジイソシアナート、４，４’－ジフェ
ニルメタンジイソシアナート、２，２’－ジメチル－４，４－ジフェニルメタンジイソシ
アナート、１，３－フェニレンジイソシアナート、１，４－フェニレンジイソシアナート
、２，２’－ジクロロ－４，４’－ジイソシアナートジフェニルメタン、２，４－ジブロ
モ－１，５－ジイソシアナートナフタレン、ブタン－１，４－ジイソシアナート、１，６
－ヘキサンジイソシアナート及び１，４－シクロヘキサンジイソシアナートからなる群か
ら選ばれる少なくとも１種である請求項１～６のいずれか１項に記載の超音波プローブ用
パッド。
【請求項８】
　硬さが、ショアＡ硬度で１０～５０である請求項１～７のいずれか１項に記載の超音波
プローブ用パッド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体に超音波を放射し、前記被検体内で反射した超音波を受信する超音波
プローブと、前記被検体との間に介在させる超音波プローブ用パッドに関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、超音波プローブ（探触子）を人体などの被検体に接触させて超音波
を放射し、被検体内で反射した超音波を信号として受信し、その信号に基づく画像を形成
できるように構成されている。このような超音波プローブは、圧電素子で発生させた超音
波を被検体に効率よく伝播させるために、音響インピーダンス等の音響特性が被検体の音
響特性と類似した素材等からなる音響レンズを被検体と接触させる箇所に配置している。
【０００３】
　しかしながら、超音波プローブを被検体表面に直接接触させるだけでは、超音波プロー
ブと被検体との密着性が不充分であるので、その接触面に空気層等が介在してしまう。空
気層等が介在すると、超音波の被検体への伝播効率が低下し、鮮明な画像が得られない。
【０００４】
　そこで、通常、被検体の診断部に流動性のあるゼリーを塗布し、ゼリーの塗布された被
検体の診断部に超音波プローブを接触させることで、超音波プローブと被検体との密着性
を向上させ、超音波の伝播効率を高めていた（特許文献１参照）。
【特許文献１】特公平２－２６４９６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載の超音波診断用透明粘性組成物は、超音波プローブと被検体との間に
介在させることで、正確な診断情報が得られ、さらに、水溶性であり、適度な粘性を有し
ているので、被検体への塗布及び除去が容易であることが開示されている。
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載の組成物のような流動性のあるゼリーを塗布して超音
波診断を行うと、超音波診断以外の作業が多いので、超音波診断の作業効率が低下してし
まう。超音波診断以外の作業とは、被検体が患者等の人体の場合、ゼリーを予め加温して
おくことが多いので、例えば、ゼリーの加温作業が挙げられ、この作業によって作業効率
が低下する。また、冷たいゼリーを加温せずに塗布すると、ゼリーの塗布作業が患者等に
よって不快に感じられる。さらに、超音波診断を行う超音波検査士等は、被検体へのゼリ
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ーを塗布するためにゴム製の手袋を装着し、被検体へのゼリーの塗布作業及び除去作業を
し、超音波プローブに付着したゼリーの拭き取り作業も行う。このゼリーの拭き取り作業
は、手作業で超音波プローブに付着したゼリーをガーゼやウエスで拭き取るだけではなく
、拭き取った後、水や洗浄液で洗浄し、布やガーゼで超音波プローブに付着した水分の拭
き取り等もある。この拭き取り作業は、衛生面と性能維持のために、超音波診断が終了す
るたびに行われる。また、超音波プローブに水分が付いていると、超音波診断に悪影響が
あるので、超音波プローブを充分に乾燥させておく必要もある。
【０００７】
　また、超音波診断を行うたびに、超音波プローブにゼリーが付着したり、拭き取り作業
等が行われると、超音波プローブの先端にある音響レンズ等に傷がつきやすくなる。また
、超音波プローブを水や洗浄液で洗浄すると、圧電素子が音響ガラス等で被覆されている
とはいえ、水分の透過により、圧電素子が損傷してしまうおそれもある。特に、圧電素子
として、水に弱い有機圧電素子等を用いた超音波プローブを洗浄する場合に、水分による
圧電素子の損傷を防ぐ必要がある。
【０００８】
　本発明は、かかる従来の問題点を解消するためになされたものであり、流動性のある組
成物を塗布することなく、超音波プローブの被検体への高い超音波伝播効率を維持でき、
鮮明な画像による超音波診断を可能とする超音波プローブ用パッドを提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の超音波プローブ用パッドは、被検体に超音波を放射し、前記被検体内で反射し
た超音波を受信する超音波プローブと、前記被検体との間に介在させる超音波プローブ用
パッドであって、末端に水酸基を有する有機珪素化合物（Ａ）とポリエーテルポリオール
化合物（Ｂ）とがポリイソシアナート化合物（Ｃ）によって架橋されたシリコーンゴムを
含むことを特徴とする。
【００１０】
　この構成によれば、シリコーンゴムを構成する化合物に、有機珪素化合物（Ａ）及びポ
リエーテルポリオール化合物（Ｂ）が含まれているので、珪素及び酸素の含有率が高く、
適度な音響特性を発揮できる。また、ポリエーテルポリオール化合物（Ｂ）の有するエー
テル基の付着性により、高い密着性を発揮できる。さらに、有機珪素化合物（Ａ）及びポ
リエーテルポリオール化合物（Ｂ）の水酸基とポリイソシアナート化合物のイソシアネー
ト基とが反応してウレタン結合を形成することにより架橋されている。このウレタン結合
により、適度な弾性と形状保持性を発揮できる。
【００１１】
　したがって、本発明の超音波プローブ用パッドは、ゼリーのような流動性はなく、適度
な弾性を有し、形状を保持しており、さらに、適度な音響特性と高い密着性とを発揮でき
る。この本発明の超音波プローブ用パッドを、超音波プローブと被検体との間に介在させ
ることによって、流動性のある組成物を塗布することなく、超音波プローブの被検体への
高い超音波伝播効率を維持でき、鮮明な画像による超音波診断が可能である。
【００１２】
　また、ゼリーのような流動性のある組成物を被検体に塗布せずに超音波診断を行うので
、超音波診断のたびに、ゼリーの拭き取り作業等を行う必要がなくなるので、作業効率が
高まる。さらに、ゼリーの拭き取り作業等による超音波プローブの音響レンズに傷がつい
てしまうことや、洗浄による圧電素子が損傷してしまうことが少なくなる。
【００１３】
　また、本発明の超音波プローブ用パッドを、超音波プローブの音響レンズ上に被覆する
ように固定して使用した場合、超音波プローブ用パッドの洗浄を行っても、超音波プロー
ブ用パッドが水分の透過を抑制できるので、洗浄によって圧電素子が損傷してしまうこと
を防ぐことができる。
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【００１４】
　前記有機珪素化合物（Ａ）が、ポリオルガノシロキサンであることが好ましく、下記一
般式（１）で表される化合物であることがより好ましい。
【００１５】
【化１】

 
【００１６】
（式（１）中、ｐ，ｑ，ｒの合計は、１０～１００を示し、Ｒ１～Ｒ３は、それぞれ炭素
数１～８のアルキル基、シクロアルキル基、アリール基、アルケニル基、アラルキル基、
又はこれらの官能基の水素が部分的にハロゲン原子に置換された官能基を示す。）
　前記有機珪素化合物（Ａ）が、上記化合物であると、Ｒ１～Ｒ３を有するので、ポリエ
ーテルポリオール化合物（Ｂ）やポリイソシアナート化合物（Ｃ）と高い相溶性を有する
ので、有機珪素化合物（Ａ）の有するシロキサン基の分散性の高いシリコーンゴムが得ら
れ、音響特性がより好適化される。
【００１７】
　前記ポリエーテルポリオール化合物（Ｂ）が、下記一般式（２）又は下記一般式（３）
で表される化合物であることが好ましい。
【００１８】

【化２】

 
【００１９】
（式（２）中、ｎは、３～２６を示し、Ｒ４は、水素原子又はメチル基を示し、Ｒ５及び
Ｒ６は、それぞれ水素原子又は炭素数１～４のアルキル基を示し、Ｒ４～Ｒ６の少なくと
も１つは、水素原子である。）
【００２０】

【化３】

 
【００２１】
（式（３）中、ｍは、０～２４を示す。）
　前記ポリエーテルポリオール化合物（Ｂ）が、上記化合物であると、ポリエーテルポリ
オール化合物（Ｂ）の有するエーテル基が、主鎖のエチレンオキサイド基やプロピレンオ
キサイド基に基づくものであるので、より高い付着性を付与でき、よって、得られたパッ
ドはより高い密着を発揮できる。
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【００２２】
　前記ポリエーテルポリオール化合物（Ｂ）の含有量が、前記有機珪素化合物（Ａ）に対
して、１０～８０質量％であることが好ましい。このような含有量であると、密着性がよ
り高く、音響特性がより好適である、密着性と音響特性とのより好ましい両立が可能であ
る。
【００２３】
　前記ポリイソシアナート化合物（Ｃ）が、ジイソシアナート化合物であることが好まし
く、ヘキサメチレンジイソシアナート、イソホロンジイソシアナート、ジシクロヘキシル
メタン－４，４’－ジイソシアナート、メチレンビス（ｐ－フェニル）ジイソシアナート
、メチレンビス（４－シクロヘキシルイソシアナート）、トルエンジイソシアナート、１
，５－ナフタレンジイソシアナート、４，４’－ジフェニルメタンジイソシアナート、２
，２’－ジメチル－４，４－ジフェニルメタンジイソシアナート、１，３－フェニレンジ
イソシアナート、１，４－フェニレンジイソシアナート、２，２’－ジクロロ－４，４’
－ジイソシアナートジフェニルメタン、２，４－ジブロモ－１，５－ジイソシアナートナ
フタレン、ブタン－１，４－ジイソシアナート、１，６－ヘキサンジイソシアナート及び
１，４－シクロヘキサンジイソシアナートからなる群から選ばれる少なくとも１種である
ことがより好ましい。
【００２４】
　前記ポリイソシアナート化合物（Ｃ）が、上記化合物であると、ウレタン結合が好適な
架橋密度となるように形成され、超音波プローブ用パッドとしてより好ましい弾性を発揮
できる。
【００２５】
　前記超音波プローブ用パッドの硬さが、ショアＡ硬度で１０～５０であることが好まし
い。このような硬さであると、超音波診断に好適な硬さであり、高い密着性も維持できる
。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明は、流動性のある組成物を塗布することなく、超音波プローブの被検体への超音
波伝播効率を維持でき、鮮明な画像による超音波診断を可能とする超音波プローブ用パッ
ドを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　本発明の超音波プローブ用パッドは、被検体に超音波を放射し、前記被検体内で反射し
た超音波を受信する超音波プローブと、前記被検体との間に介在させる超音波プローブ用
パッドであって、末端に水酸基を有する有機珪素化合物（Ａ）とポリエーテルポリオール
化合物（Ｂ）とがポリイソシアナート化合物（Ｃ）によって架橋されたシリコーンゴムを
含むことを特徴とする超音波プローブ用パッドである。
【００２８】
　本発明に用いる有機珪素化合物（Ａ）は、末端に水酸基を有する有機珪素化合物であれ
ばよく、この有機珪素化合物の具体例として、例えば、下記一般式（１）で表される化合
物であることが好ましい。
【００２９】
【化４】
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【００３０】
（式（１）中、ｐ，ｑ，ｒの合計は、１０～１００を示し、Ｒ１～Ｒ３は、それぞれ炭素
数１～８のアルキル基、シクロアルキル基、アリール基、アルケニル基、アラルキル基、
又はこれらの官能基の水素が部分的にハロゲン原子に置換された官能基を示す。）
　ｐ，ｑ，ｒの合計は、２０～６０であることがより好ましく、ｐ，ｑ，ｒの合計が、上
記好適範囲内にあれば、ｐ，ｑ，ｒのいずれか１または２は、０であってもよい。
【００３１】
　また、アルキル基、シクロアルキル基、アリール基、アルケニル基、及びアラルキル基
は、置換基を有していてもよい。上記アルキル基の具体例は、例えば、メチル基、エチル
基、プロピル基、ブチル基、及びドデシル基等が挙げられる。上記シクロアルキル基の具
体例は、例えば、シクロヘキシル基、及び２，４－ジメチルシクロヘキシル基等が挙げら
れる。上記アリール基の具体例は、例えば、フェニル基、トリル基、及び２，４－ジメチ
ルフェニル基等が挙げられる。上記アルケニル基の具体例は、例えば、ビニル基、アリル
基、及びブテニル基等が挙げられる。上記アラルキル基の具体例は、例えば、ベンジル基
、フェニルエチル基、及びフェニルプロピル基等が挙げられる。これらの官能基の水素が
部分的にハロゲン原子に置換された官能基の具体例としては、例えば、クロロメチル基、
トリフルオロプロピル基、及びブロモメチル基等が挙げられる。
【００３２】
　なお、上記一般式（１）で表される化合物は、市販のシリコーンモノマー化合物を組み
合わせ、公知の重合法、例えば縮重合等によって得ることができる。また、重合度は、重
合温度、重合時間及び触媒等の重合条件によって、調節することができる。
【００３３】
　上記一般式（１）で表される化合物の具体例としては、例えば、下記表１及び表２に記
載の式（１－１）～（１－１６）で表される化合物が挙げられる。
【００３４】
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【００３５】
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【表２】

 
【００３６】
　また、上記ポリオルガノシロキサンは、前記のように、芳香族置換基を有していてもよ
いが、芳香族成分が多くなると、得られた超音波用パッドの硬さが硬くなる傾向があるの
で、芳香族置換基とアルキル置換基等が任意に配置された化合物が好ましい。
【００３７】
　本発明に用いるポリエーテルポリオール化合物（Ｂ）は、水酸基が２以上あればよく、
ポリエーテルポリオール化合物の好ましい具体例としては、例えば、ポリオキシアルキレ
ングリコール等のポリアルキレンオキシポリオール等が挙げられる。このポリアルキレン
オキシポリオールのアルキレン基は、置換基を有していてもよい。このアルキレン基の具
体例として、例えば、エチレン基、プロピレン基、及びドデシル基等の炭素数１～１６の
アルキレン基が挙げられる。また、アルキレン基の有する置換基の具体例としては、水酸
基、及びフェニル基等が挙げられ、水酸基が好ましい。また、ポリエーテルポリオール化
合物（Ｂ）の重合度は、末端の水酸基は、２～５個であることが好ましい。
【００３８】
　また、ポリエーテルポリオール化合物（Ｂ）が、下記一般式（２）又は下記一般式（３
）で表される化合物であることが好ましい。
【００３９】
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【００４０】
（式（２）中、ｎは、３～２６を示し、Ｒ４は、水素原子又はメチル基を示し、Ｒ５及び
Ｒ６は、それぞれ水素原子又は炭素数１～４のアルキル基を示し、Ｒ４～Ｒ６の少なくと
も１つは、水素原子である。）
　また、ｎは、８以上であることがより好ましい。
【００４１】
【化６】

 
【００４２】
（式（３）中、ｍは、０～２４を示す。）
　上記一般式（２）で表される化合物の具体例としては、例えば、下記表３に記載のＲ４

～Ｒ６及びｎを有する化合物（２－１～２－１６）が挙げられる。
【００４３】

【表３】

 
【００４４】
　上記一般式（３）で表される化合物の具体例としては、例えば、下記表４に記載のｍを
有する化合物（３－１～３－６）が挙げられる。
【００４５】



(11) JP 2008-279114 A 2008.11.20

10

20

30

40

50

【表４】

 
【００４６】
　なお、前記ポリエーテルポリオール化合物（Ｂ）は、上記化合物であれば、市販の化成
品を使用することができるが、純度を高めるために、精製させて用いることが好ましい。
純度の高いポリエーテルポリオール化合物を用いると、生体安全性が高まる。なお、精製
方法としては、いずれの精製方法であってもよく、例えば蒸留等が挙げられる。また、生
体安全性を高めるために、市販品の中でも、いわゆるハイグレード品を使用することも好
ましい。
【００４７】
　前記ポリエーテルポリオール化合物（Ｂ）の含有量は、前記有機珪素化合物（Ａ）に対
して、１０～８０質量％であることが好ましい。ポリエーテルポリオール化合物（Ｂ）の
含有量が少なすぎると、被検体（生体）への密着性が低下し、エコー信号にノイズが入り
やすくなる傾向があり。また、多すぎると、引裂き強度が低下する傾向がある。よって、
上記含有量であると、密着性がより高く、音響特性がより好適である、密着性と音響特性
とのより好ましい両立が可能である。
【００４８】
　本発明に用いるポリイソシアナート化合物（Ｃ）は、イソシアナート基が２以上あれば
よく、ジイソシアナート化合物であることが好ましい。イソシアナート基が多すぎると、
有機珪素化合物（Ａ）やポリエーテルポリオール化合物（Ｂ）の水酸基と形成するウレタ
ン結合の高くなりすぎる傾向があり、好ましくない。よって、ポリイソシアナート化合物
（Ｃ）がジイソシアナート化合物であると、ウレタン結合が好適な架橋密度となるように
形成され、超音波プローブ用パッドとしてより好ましい弾性を発揮できる。
【００４９】
　また、ポリイソシアナート化合物（Ｃ）の好ましい具体例は、例えば、ヘキサメチレン
ジイソシアナート（ＨＭＤ）、イソホロンジイソシアナート（ＩＰＤ）、ジシクロヘキシ
ルメタン－４，４’－ジイソシアナート（ＤＣＭＤ）、メチレンビス（ｐ－フェニル）ジ
イソシアナート（ＭＢＰ）、メチレンビス（４－シクロヘキシルイソシアナート）、トル
エンジイソシアナート（ＴＤＩ）、１，５－ナフタレンジイソシアナート（ＮＰＤＩ）、
４，４’－ジフェニルメタンジイソシアナート（ＤＰＭ）、２，２’－ジメチル－４，４
－ジフェニルメタンジイソシアナート、１，３－フェニレンジイソシアナート、１，４－
フェニレンジイソシアナート、２，２’－ジクロロ－４，４’－ジイソシアナートジフェ
ニルメタン、２，４－ジブロモ－１，５－ジイソシアナートナフタレン、ブタン－１，４
－ジイソシアナート、１，６－ヘキサンジイソシアナート及び１，４－シクロヘキサンジ
イソシアナートからなる群から選ばれる少なくとも１種であることがより好ましい。また
、トルエンジイソシアナートとしては、２，４－トルエンジイソシアナートであっても、
２，６－トルエンジイソシアナートであってもよいが、２，４－及び２，６－トルエンジ
イソシアナートの混合物が好ましい。
【００５０】
　前記ポリイソシアナート化合物（Ｃ）の含有量は、前記有機珪素化合物（Ａ）との質量
比（Ａ：Ｃ）が、６０：４０～９８：２であることが好ましい。ポリイソシアナート化合
物（Ｃ）の含有量が少なすぎると、ポリエーテルポリオール化合物（Ｂ）の有機珪素化合
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物（Ａ）への固定化が困難となる傾向があり。また、多すぎると、超音波プローブ用パッ
ドを脆弱化する傾向がある。よって、上記含有量であると、密着性がより高く、音響特性
がより好適である、密着性と音響特性とのより好ましい両立が可能である。
【００５１】
　本発明の超音波プローブ用パッドは、上記有機珪素化合物（Ａ）とポリエーテルポリオ
ール化合物（Ｂ）とをポリイソシアナート化合物（Ｃ）によって架橋反応させることによ
って得られる。例えば、まず、有機珪素化合物（Ａ）とポリエーテルポリオール化合物（
Ｂ）とポリイソシアナート化合物（Ｃ）とをそれぞれ所定量、室温で混合し、ステンレス
鋼基材上に塗設して硬化させる。硬化後、ステンレス鋼基材から剥離させることによって
、超音波プローブ用パッドが得られる。硬化条件としては、硬化温度が３５～８０℃が好
ましく、硬化時間が１０分間～３時間が好ましい。また、上記各成分の混合物中の水分を
除去しておくことによって、硬化反応の反応率を高めることができるので、硬化前に、混
合物を真空乾燥しておくことが好ましい。ステンレス鋼基材は、超音波プローブ用パッド
が剥離しやすいように、表面に予めフッ素活性剤を塗布する等の表面処理を施しておくこ
とが好ましい。また、得られた超音波プローブ用パッドは、水等の溶媒に浸漬させて洗浄
することが好ましい。さらに、この洗浄としては、加温（３５～６０℃）水洗が好ましい
。そうすることによって、未反応成分を除去でき、さらに、ポリイソシアナート化合物（
Ｃ）を分解し無毒化することができる。
【００５２】
　前記超音波プローブ用パッドの硬さは、ショアＡ硬度で１０～５０であることが好まし
く、１５以上であることがより好ましい。超音波プローブ用パッドが柔らかすぎると、端
面が持ち上がったり、厚さが一定とならないので、精度の高い信号がとりにくくなる傾向
があり、また、硬すぎると、被検体（生体）への密着度に不均一が生じ、信号にノイズが
入りやすくなる傾向がある。よって、上記の硬さであると、超音波診断に好適な硬さであ
り、高い密着性も維持できる。
【００５３】
　なお、ショアＡ硬度は、一般ゴムの硬さを測定する規格、ＩＳＯ８６８に準拠した測定
方法によって得られる硬さである。具体的には、被測定物の表面に、押針やインデンタと
呼ばれる圧子を押し込み変形させ、その変形量（押し込み深さ）を測定する。この測定は
、変形量を数値化することができるデュロメータ（スプリング式ゴム硬度計）を用いる。
【００５４】
　また、超音波プローブ用パッドの硬さは、例えば、組成比、硬化時間、及び硬化温度等
を調整することによって、変化させて、所望の硬さの超音波プローブ用パッドが得られる
。
【００５５】
　前記超音波プローブ用パッドは、有機珪素化合物（Ａ）とポリエーテルポリオール化合
物（Ｂ）とがポリイソシアナート化合物（Ｃ）によって架橋されたシリコーンゴムを含む
パッドである。この超音波プローブ用パッドは、ゼリーのような流動性はなく、適度な弾
性を有し、形状を保持しており、さらに、適度な音響特性と高い密着性とを発揮できる。
【００５６】
　また、上記シリコーンゴムは、有機珪素化合物（Ａ）及びポリエーテルポリオール化合
物（Ｂ）の水酸基と、ポリイソシアナート化合物（Ｃ）のイソシアナート基とが反応して
ウレタン結合が形成されており、ウレタン結合を有するシリコーンゴムである。さらに、
ポリエーテルポリオール化合物（Ｂ）として、ポリアルキレングリコールを用いた場合、
シリコーン－アルキレンオキサイド－ウレタン架橋ポリマーである。
【００５７】
　また、超音波プローブ用パッドを得るための硬化反応は、上記のようにポリイソシアナ
ート化合物（Ｃ）による架橋反応が好ましいが、超音波プローブ用パッドに電子線やＸ線
を照射することによって、新たな架橋を形成させ、この架橋による補強を施してもよい。
この架橋方法は、照射する電子線やＸ線のエネルギーを調節することによって、架橋点を
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調節できる。よって、ポリイソシアナート化合物（Ｃ）による架橋反応によって得られた
超音波プローブ用パッドの硬さを調節するのに好ましい。また、このような電子線やＸ線
を照射することによる架橋反応は、未反応物がなくなり、生体安全性が高まる点でも好ま
しい。
【００５８】
　また、前記超音波プローブ用パッドの厚みは、０．３～１０ｍｍであることが好ましい
。超音波プローブ用パッドが薄すぎると、被検体（生体）へ密着させる操作性が低下する
傾向があり、また、厚すぎると、音響整合性がとりにくくなり、信号強度が低下する傾向
がある。
【００５９】
　前記超音波プローブ用パッドは、被検体に超音波を放射し、前記被検体内で反射した超
音波を受信する超音波プローブと、前記被検体との間に介在させて使用する。そうするこ
とによって、流動性のある組成物を塗布することなく、超音波プローブの被検体への高い
超音波伝播効率を維持でき、鮮明な画像による超音波診断が可能となる。
【００６０】
　また、ゼリーのような流動性のある組成物を被検体に塗布せずに超音波診断を行うので
、超音波診断のたびに、ゼリーの拭き取り作業等を行う必要がなくなるので、作業効率が
高まる。さらに、ゼリーの拭き取り作業等による超音波プローブの音響レンズに傷がつい
てしまうことや、洗浄による圧電素子が損傷してしまうことが少なくなる。
【００６１】
　さらに、超音波プローブ用パッドは、従来の超音波プローブの被検体との接触部である
音響レンズを被覆するように固定して使用してもよい。このようにして得られた超音波プ
ローブは、超音波プローブ用パッドで被覆されているので、超音波プローブの水や洗浄液
を用いた洗浄を行っても、超音波プローブ用パッドが水分の透過を抑制でき、洗浄によっ
て圧電素子が損傷してしまうことを防ぐことができる。
【実施例】
【００６２】
　以下に、本発明の超音波プローブ用パッドについて実施例を挙げて説明する。
【００６３】
　［実施例Ａ］
　まず、本発明の超音波プローブ用パッドが、超音波プローブと被検体との間に介在させ
る音響媒体として優れていることを示すことについて説明する。また、ポリエーテルポリ
オール化合物（Ｂ）の重合度の好適範囲について説明する。
【００６４】
　実施例１～７は、表５に示す配合組成となるように、有機珪素化合物（Ａ）とポリイソ
シアナート化合物（Ｃ）とを室温で混合し、そして、ポリエーテルポリオール化合物（Ｂ
）を添加する。得られた混合液を、予めフッ素活性剤を塗布したステンレス鋼基材（縦横
１０ｃｍ×１０ｃｍ、厚さ１．０ｍｍ）の上に塗設した後、３５℃で１昼夜硬化させ、硬
化後、ステンレス鋼基材から剥離して、縦横１０ｃｍ×１０ｃｍ、厚さ１．２ｍｍのパッ
ドを得た。
【００６５】
　また、表１記載の各材料の重合度は、液体ゲル透過クロマトグラフィー（ＧＰＣ）によ
って、求めた数平均分子量Ｍｎから算出した。ＧＰＣは、溶媒として、テトラヒドロフラ
ン（ＴＨＦ）溶媒を用い、検出装置として、屈折率検出器を用いて測定した。分子量校正
曲線は直鎖状ポリスチレン標品を用いて作成した。なお、比較例１～３では、本発明で用
いるポリエーテルポリオール化合物（Ｂ）の代わりに、それぞれ、重合度２０のポリアク
リル酸（ＰＡＡ）、重合度２２のポリビニルアルコール（ＰＶＡ）、重合度２６のポリビ
ニルピロリドン（ＰＶＰ）を使用した。
【００６６】
　上記実施例１～７及び比較例１～３に係るパッドを用いて、以下に示す方法により、粘
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【００６７】
　（粘着性）
　健康な成人１０名（男性５名、女性５名）を選定して、得られたパッドを肩の所定の位
置に貼付し、肩の上げ下げ運動を２０回繰り返し、パッドの皮膚への付着状態を目視で観
察して、パッドの粘着性を以下のＡ～Ｄの４段階で評価した。
【００６８】
　Ａ：良好（１０名全員、剥がれない）
　Ｂ：ほぼ良好（２名以内に剥がれが発生するが、剥がれた箇所がパッドの隅等の実質的
に問題がない箇所である）
　Ｃ：やや不良（２名以内に剥がれが発生し、肩の上げ下げ運動後、押さえつける等によ
って付着状態を修正しないと問題となる）
　Ｄ：不良（２名以上で、パッドの面積の３０％以上剥がれており、問題となる）
　（減衰特性）
　超音波プローブを、得られたパッドに密着させて超音波を放射し、パッドを通過した超
音波（エコー）の減衰特性（減衰度合）を岩崎通信機株式会社製オシロスコープＤＳ－８
７０１で測定した。なお、超音波ファントーム（株式会社京都科学製）の腹部上にパッド
をセットして測定した。減衰特性は、以下のＡ～Ｄの４段階で評価した。
【００６９】
　Ａ：０．５ｄＢ以下
　Ｂ：０．５ｄＢより大きく２ｄＢ以下
　Ｃ：２ｄＢより大きく４ｄＢ以下
　Ｄ：４ｄＢより大きい
　（エコー特性）
　超音波人体ファントームの腹部に、得られたパッドを配置し、３．５ＭＨｚのリニアプ
ローブを用いて、パッドが配置された腹部の超音波画像を得た。この得られた超音波画像
を、以下のＡ～Ｄの４段階で評価した。
【００７０】
　Ａ：ゼリーを用いた場合と比較して良好
　Ｂ：ゼリーを用いた場合と比較してやや良好
　Ｃ：ゼリーを用いた場合と同等
　Ｄ：不良
　なお、生体安全性は、河合試験法に準拠し、上腕内側部に、得られたパッドを貼付し、
２４時間後、貼付部位を観察、肉眼的に異常のないものを確認後、パッドを剥離し、剥離
したパッドを倍率５０倍にて全視野を顕微鏡観察した。刺激の強さに応じてA～Dの４段階
に分けて評価したが、すべてのパッドで正常のＡ判定を確認した。さらに、皮膚感作性試
験であるＯＥＣＤ　４０６、皮膚一次刺激性試験であるＯＥＣＤ　４０４に準拠した評価
でも、全てのパッドで非刺激性物質であることを確認した。
【００７１】
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【表５】

 
【００７２】
　表５からわかるように、末端に水酸基を有する有機珪素化合物とポリエーテルポリオー
ル化合物とポリイソシアナート化合物とを用いて得られたパッドである（実施例１～７）
は、ポリエーテルポリオール化合物の代わりにＰＡＡ、ＰＶＡ、ＰＶＰ等を用いたパッド
（比較例１～３）と比較して、粘着性、減衰特性、エコー特性が、全て良好な結果であっ
た。
【００７３】
　また、ポリエーテルポリオール化合物（Ｂ）の重合度ｎ以外は同様である実施例１～３
を比較することによって、ポリエーテルポリオール化合物（Ｂ）の重合度ｎが、３以上が
好ましく、８以上がより好ましいことがわかる。さらに、ポリエーテルポリオール化合物
（Ｂ）の重合度ｎ以外は同様の実施例６と実施例７とを比較することによって、ポリエー
テルポリオール化合物（Ｂ）の重合度ｎが、２６以下が好ましいことがわかる。
【００７４】
　［実施例Ｂ］
　次に、ポリエーテルポリオール化合物（Ｂ）の含有量の好適範囲について説明する。
【００７５】
　実施例８～１４は、表６に示す配合組成となるように、実施例Ａと同様の方法で、パッ
ドを作成した。また、得られたパッドを実施例Ａと同様の方法で、評価した。これらの結
果を表６に示す。
【００７６】
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【表６】

 
【００７７】
　表６からわかるように、実施例Ａと同様、末端に水酸基を有する有機珪素化合物とポリ
エーテルポリオール化合物とポリイソシアナート化合物とを用いて得られたパッドである
（実施例８～１４）は、比較例１～３と比較して、粘着性、減衰特性、エコー特性が、全
て良好な結果であった。
【００７８】
　また、ポリエーテルポリオール化合物（Ｂ）の含有量以外は同様である実施例８と実施
例９とを比較することによって、ポリエーテルポリオール化合物（Ｂ）の含有量が、有機
珪素化合物（Ａ）に対して、１０質量％以上であることがより好ましいことがわかる。さ
らに、ポリエーテルポリオール化合物（Ｂ）の含有量以外は同様である実施例１３と実施
例１４とを比較することによって、ポリエーテルポリオール化合物（Ｂ）の含有量が、有
機珪素化合物（Ａ）に対して、８０質量％以下であることがより好ましいことがわかる。
【００７９】
　［実施例Ｃ］
　次に、ポリエーテルポリオール化合物（Ｂ）の重合度の好適範囲についてさらに説明す
る。
【００８０】
　実施例１５～１９は、表７に示す配合組成となるように、実施例Ａと同様の方法で、パ
ッドを作成した。また、得られたパッドを実施例Ａと同様の方法で、評価した。これらの
結果を表７に示す。
【００８１】
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【表７】

 
【００８２】
　表７からわかるように、実施例Ａと同様、末端に水酸基を有する有機珪素化合物とポリ
エーテルポリオール化合物とポリイソシアナート化合物とを用いて得られたパッドである
（実施例１５～１９）は、比較例１～３と比較して、粘着性、減衰特性、エコー特性が、
全て良好な結果であった。
【００８３】
　また、実施例１５～１９は、ポリエーテルポリオール化合物（Ｂ）の重合度ｎの好適範
囲である３～２６を満たす実施例であり、これらの評価結果は、全てＡ評価と優れた超音
波プローブ用パッドであることがわかる。
【００８４】
　［実施例Ｄ］
　次に、得られたパッドのショアＡ硬度の好適範囲について説明する。
【００８５】
　実施例２０～２６は、表８に示す配合組成、及びショアＡ硬度となるように、実施例Ａ
と同様の方法で、パッドを作成した。また、得られたパッドを実施例Ａと同様の方法で、
評価した。これらの結果を表８に示す。
【００８６】
【表８】

 
【００８７】
　表８の実施例２０～２２を比較することによって、ショアＡ硬度が１０以上であること
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が好ましく、１５以上であることがより好ましいことがわかる。また、実施例２５と実施
例２６とを比較することによって、ショアＡ硬度が５０以下であることが好ましいことが
わかる。
【００８８】
　［実施例Ｅ］
　次に、ポリエーテルポリオール化合物（Ｂ）として、上記式（３）に示すポリエーテル
ポリオール化合物を用いた場合についてさらに説明する。
【００８９】
　実施例２７～３３は、表９に示す配合組成となるように、実施例Ａと同様の方法で、パ
ッドを作成した。また、得られたパッドを実施例Ａと同様の方法で、評価した。これらの
結果を表９に示す。
【００９０】
【表９】

【００９１】
　表９からわかるように、ポリエーテルポリオール化合物（Ｂ）として、上記式（３）に
示すポリエーテルポリオール化合物を用いた場合（実施例２７～３３）であっても、実施
例２７～３３は、比較例１～３と比較して、粘着性、減衰特性、エコー特性のいずれか２
項目以上で良好な結果を示した。また、重合度ｐ＋ｑ＋ｒが、１０～１００である有機珪
素化合物（Ａ）が使用可能であることを示した。
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